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新生産部門形成と拡大再生産の進展

一一独占資本主義段階における資本蓄積 (3)-—

北 原  勇

目 次  . ，
第 1章寡占企業の投資行動

第 1節寡占企業の投資行動の基本的特徴 *

第2節.市場規模一定のもとでの寡占企業の投資行動

第 3 節市場の大幅拡大傾向のもとでの寡占企業の投資行動（以上本誌第62巻第6 号）

第 2章独占段階における資本蓄積と拡大再生産 

序節考察め前提 

第 1節独占段階における停滞傾向

— ;新生産方法導入投資およびその波及効果のあり方を中心として•一_.

• (以上本誌第63卷第6 号)
第 2節新生産部門形成と拡大再生産の進展

第 1項新生産部門形成の一般的特徴

第2項新生産部門形成の独占段階的特徴

第 3 項新生産部門の形成投資を内的起動力とする拡大再生産の進展における独占段階的特徴(以上本县、 

第 3 節独占段階のサービス諸活動が資本蓄積におよぼす影響（以下次稿）

第 2 節新生産部門形成と拡大再生産の進展 

は し が き

⑴ 前 節 r独占段階における停滞傾向------ 新生產方法導入投資およびその波及効果のあり方を中

尤、として ' — j (本誌 1970 年 6 月号）では，独占段階における資本主義経済の運動形態を大きく特徴 

づ け て い る 停 顧 向 を 主 題 と し て ， ごの停滞傾向をひきおこす独占段階固有のメ力こズムの理論的 

解明をこころみた。そこで明 !^かにしたように , 独占資本主義は，本来，資 本 纖 •拡 大 西 生 避 を  

.急速に発展させていく大きな可能性をもっているにもかかわらず， 自らの構造の中にその可能性の 

现実化を阻む諸条件をつくりだしているのである。そこでは，技術進涉を発条として生齡市場と  

を自から拡大していくという資本主義本来のメ力ニズムの発现も， またこのメカニズムを越礎にし
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新生産部門形成と拡大再生産の進展

て資本主義がその競争段階において示した躍動的な発展性も，独占段階においては大きく押えられ 

ているとみなさなければならない。

しかしながら，これまでにも再三述べてきたように，独占資本主義は，かかる停滞化への根づよ 

い傾向にもかかわらず，ある条件のもとではきわめて急速な発展局面を示すことをも一つの特微と 

している。 '  v

独占資本主義のもとで時おり発現するところの急速な発展局面が, いかなる諸条件のもとで，い 

かなるメ力ニズムによって展開するのか，そこに独占資本主義の特徴がいかに貫かれているのか‘‘• 

… こうした諸点の検討を通じて，独占段階における発展局面の内的メカニズムを理論的に解明す’る 

のが，本稿以降の諸論稿の主題である。かかる理論的解明によってはじめて，この急速な発展局面 

を，例外的事象 • あるいは経済外的要因による事象としてではなく，独占資本主義に固有の一局面 

> して位置づけるこふがで含るのである。

⑵独占段階において垂産力と資本蓄積との急速な発展局面を現出せしめる条件を考えるに際し 

て，前章および本章前節の考察をふまえて，つぎの諸点をまず確認しておく必要がある。

第一は，寡占部門における投資がとくに需要の趨勢に大きく依存していること，もし需要が大幅 

に拡大する傾向が生じるならば，そこでは寡占企業特有のきわめて活発な投資活動が展開するにい 

たるということ，である。 ゾ

第二は，独占段階では，既存部門の新生產方法導入めための投資群生と•これを槓杆とした社会 

全体の市場と生産の拡大というメ力ニズムの発現が抑えられているため，独占段階で活発な投資活 

動を惹きおこす初発条件としての市場拡大は，既存部門内部での技術変化や生産• 投資活動_体か 

らはでてこない，ということである。

( 3 ) それゆえ，独占段階においては，既存部門における技術変化や投資活動以外のところに， 

市場拡大±=ス投資の活発化一^全〗体としての発展を惹きおこしていぐ初発的諸要因がもとめられね 

ばならないことになる。そのばあい，考察すべき対象は，独占資本主義経済にとって全く外的な• 

偶然的な諸娈因ではなく，あくまで，独占資本主義に本来的な諸要因にむけられねばならない。そ 

ういう諸要因として考えられるのは，新生產部門の形成，サービス諸活動’ 国家活励（帝国主義的 

対外市場拡大および国内有効需袈創出政策など）である。そのなかでも，もっとも内的かつ中心的な要 

因は新生産部門形成であろう。新生庫部門形成がなぜかかる位置を占めるのかは，本節以下の展開 

の中で明らかとなるはずであるが，ここではさしあたり，理論的に，前二者が私的独占資本の直,接 

的活動という意味で，それを盛磔としてのみ展開される総資本的国家活動より前に分析される必要 

があること,さらに前二者のうちサービス活動は生產活動のあり方と結びづいてはじめてその意義
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HR m m m



-^TirrfnTj^iirni-

新生産部門形成と拡大砰生.産の進展 

を発撣する性格のものであること，を指摘するにとどめておく。

また, 歴史的にみても，1920年代の米国経済の昂揚が，自動車，電力，電話 . ラジオなど諸電気機器， 

レニョンなど一速の新部門の強力な成長を最有力の要因として惹きおこされていった货1930年 

代の英国経済が世界的沈滞の中でかなりきわだった囱復を示した大きな原因として自動車をはじめ
ノ （注 2)
とした一速の新部門形成投資があったこと，また 1955—7 年の米国経済のブーム が ユ レ ク トロx ク 

ス関係め多数の新生産物や合成繊維• 合成ゴム•プラスチックなどの新しい廐材料の生産どその加

， 丄 （注3 )
エのための新部門め発展に負うどとろが大きいとと,さらに1955年以降め日本における急速がつ 

継続的な経済発展も，他の先進国ではすでに新部門ではなくなっていた自動車をふくめできわめて 

多数の部門が一挙に新部鬥として出現したり•あるいは本格的形成に向ったという事情に大きく依 

存していること，… が指摘されうるし，そこに新生産部鬥形成の実際上の重要性を見出すことが 

できよう。

それゆえ，本節では，この新生產部門の問題をとりあげ，新生産部門形成の一般的特徴をみたう 

え で （第 1項〉，‘ 新生產部門形成における独占段階固有の特質を明らかにし（第2項),独占段階にお 

ける特有の停滞傾向にもかかわらず新生産部門形成が発展め起動ガとなりうるとすれば何故であり， 

いかなる条件めもとであるのか，そのようにして惹きおこされていく発展の過程の中に独占段階的 

特徴がどのよ.うに貫かれるのか，を理論的に明らかにする（第 3 項)。

X X X

なお.，新生産部門の形成は，サービ■ス活動や国家活動とい.う他の要因と相互に関速をもちっっす 

すみ，かつ作用していくのではあるが,これら諸要因はそれぞれ独自の内容をもっているのて•，一 

応別箇に考察し，後に発展局面の総体的考察をする際に，それらを総括して位置づけることにする。

⑷なお本稿で いう新生產部門とは，既存の生産部門で生産する ことめできない新生産物を，独 

自の労働手段体系をもって•独自の生産過程において生産する部門のことである。

(ィ）既存生産部門にふくまれていたある工程が自立して一つの新たな生産部門を形成するような 

ばあいは本稿の対象とはしない。本稿の対象となるのは.あくまで新生産物創出的技術進歩にもと 

づいて形成される新生産部門である。

注（1 ) Cf., R.A. Gordon, Business Fluctuation, 2nd edition, 1961,pp, 410f f .および，吉當勝け  メ リ力の大恐慌j 1965 
年，第3 敢 参照。

( 2 ) 1930年代における英国耗済の回復における新部pjの役割についてはまだ定説がないょうだが.最近ぐの役割を商く評 

伽しようとする主張がリチャードソンらによって強力になされている。Cf., H.W. Richardson, Economic Recovery in 
Britain, 1932-39, (1967), H.W. Richardson, 'The New Industries in Britain between the Wars', Oxford Econorhic 
Papers, XIII (1961)366. Reprinted in Aldcroft and Richardson, The British. Economy 1870-1939, (1969).

( 3 ) 奥村茂次「现代ァメリ力資本主義における資本菩秸と短気循環j (小税成勝編6■現代資本主義の循斑と恐慌j 1 _ 年， 
所収〉m i
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, (ロ）つぎに新生産物の創出がつねに本稿でいう新部門を形成するわけではないということも注意 

しなければならない。たとえば，既存の生•産部門の既存の労働手段体系がかなり汎用的な性格をも 

っていて，それをほとんどそのまま利用して，一時的な流行的需要をめぎした新生産物が創出*生 

産されたとしても， これは新部門の形成とはみなされない。 また，新型の機械 (労働手段）が創 

出されるばあいも同様であって，それが従来までの旧型機械（労働手段）におけると技ぼ同じよう 

な既存の汎用的な労働手段体系によって生産されるばあいには，決して新部門を形成しないのであ 

る。（それゆえにこそ，新機械の創出とその利用め問題は，それを導入する既存部門の新生產方法 

導入の問題として，本節の主題からきりはなして前節でとりあげたのである。ただ.新労働手段が 

新生産部門によってのみ生産されるというようなばあい，たとえば,道具と労働を代替して機械が 

はじめて登場するというようなケースにおいてのみ.，この機械の生産は新部門を形成し，本節め対

. 象となるのである。） ‘

㈧ 最後に，新生產部門の形成というとき,新生産物は必ずしも独立の専門的企業あるいは新企 

業によって生産される必要はない。他の既存生産物を生産している企業が，その経営多角化の一潔 

として新生産物生産をはじめたばあいでも，既存企業内部のそのパートが独自の労働手段体系をも 

. ち . 独自の生産過程で新生産物を生産するかぎり，そこにおいて新生産部門が形成されているとみ 

なされることは言うまでもなかろう。（このかぎりでは，「既存企業内新生產物創出」と 「新生産部

門形成的新生産物創出J とを区別すべきだとする一部にみられる議論は全く意味がないと思われる。
: 一 .

x  x  . . ‘ x

本論に入る前に，本稿におけるわれわれの龜本視角が，従来の論議におけるそれときわめて異な
' ■ . : - . . . .  ...

っていることを，ことわっておきたい。

① われわれの見解が，シュタインドルめ『アメリカ資本主義における成熟と停滞』におけるよ

うな，独占段階における停滞傾向を一面的に強調する見解と異なっていることは，くり返すまでも

なかろう。ただ，本節の主題である新生產部門形成の役割との関連で注目すべきことは，シュタイ

ンドルにおいては，既存部門の新生產方法導入とほぼ同様に，新生産物創出的技術進歩も新投資を

刺激しないだろうという考えがあり，モの点にかんしてこの両者の差異をほとんど無視していると 
(注s)

いうことである。 '

1 注（4 ) たとふば，R.A. Gordon は “Investment Oppotunities in the United States Before and After Wdrld War II. 
どいうペーパーの中で上のような議論を展開している. cf., The Business Cycle in the Post-War World, ed.，by E.

Lundberg (1957), p. 304. o T ,  ̂ ...
( 5 ) Cf., J. Steindl, Maturity and Stagnation in American Capitalisrti, 1952, p. 133, footnote 2, J .、ンユタイトレ，

宮崎他訳‘8■アメリカ資本主義の成熟と停滞』171莨の注を参照8 , .
た' ^ しシュ々インドルは最近この見解の誤りであることを由己批判し，技術革新は投資に影響を与えると述べてい 

る W i  -Steindl, "Capitalism, Science and Technology/* in Socialism, Capitalism & Economic growth, Egsaya 
presented to Maurice Dobb, edited by C.H. Feinstein, 1967, p. 201,J ‘ .ンユタイソドル，r資本主義と粋チと技術」 

(C. H .フx インステーン編，水U丨洋他訳6'社会主義. 资本主義と経济成長J .所収）別4真，

この最近の見解は旧著の應と正反対ではあるが、 ここでも新生声—織と新鐘物が区別されずに技術そ新一^と 

てとらぇられてぉり, そのため, かえつて既# の芻占部Mの新生產カM 入が新投資を伴わなv、という■•における正 

しい命題までも杏5Eされてしまう結來となっている。
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• 新生産部門形成と拡大苒坐產の進展

②バランとスウィージーの共著『独占資本J は，独占段階における急速な発展局面の原因を自
(注6)

動車という“画期的技術革新” . いわゆるモータリゼーションに求めている。 この見解は，新生產

部門の形成. 発展の影響を重視するというかぎりでは, われわれの視角と共通性をもっている。し

かしながら* この"画期的技術革新，，論は*一つの大革新をきわだたせるため冬れ以外の多くの

新生産部門創出的革新を，そしてこれら諸革新の相互連関的群生とその影響とを，あまりに過小に

評価することになっており，また，一つの大苹新の歴史性*偶然性という側面を重視するあまり，

独占段階固有の諸革新の活発な出現の仕方やその影響の仕方の特徴を軽視することになった，とい

うような諸点で，われられめ視角と大いに異なぅている。
(ft 7)

③古川哲氏の見解は，前章および本章前節でも批判を加えておいたように，寡占部門における 

投資活動が需要の翅勢に大きく依存していることを見逃しており，それゆえそこには,初発的な市

， 場拡大条件がいかにして与えられるのかを検討しようとする姿勢が見られない。新生產部門形成の 

重要性は一応指摘されてはいるものの,内容的にはそれはあくまで付随的な位置しか与えられてお 

らず, 氏の論理の重点は*既存部門の新生産方法導入が出発点となって活発な投資活動がおこると 

いう点にある。前節で示したように，この見解が誤っている以上，氏の論理は独占段階における飛 

躍的発展についての•あるいは停滞から飛躍的発展への局面交替の原因についての解明には失敗し 

ているといわざるをえないのである。

. ' . • .. • •

第 1 項新生産部門形成の一般的特徴

新生産部門の形成をめぐる諸問題の独占段階的特徴を把握するためには，前もって，新生産部門 

形成の一般的特徴を明らかにしておく必要があろう。以下では，競争段階における新生産部門形成 

を念頭におきつつ，その一般的特徴を簡単に指摘する。

⑴新生產部門形成の一般的特徴としてなによりもまず注目すべきことは，新生產部門は本来的 

に自らの市場をあらたに創出していくものであること，したがって，既存の社会的総市場の規摸が 

全く拡大しない状態にあっても，さらにはそれが縮小する傾向にあるもとでさえも，新生産部門の 

形成は可能であるし，新生産部門形成のための新投資が展開していきうるということで蒙¥。もち 

ろん, 拡大再生産の進展過程で，生産手段市場 . 泡費市場が拡大傾向にあるところでは，新しい原 

材料/ 新しい労働手段，新しい消費手段の市場の開拓はョリ容易であり，開拓の余地もョリ大とな 

ることは明らかであるが，，しかし/ 新生産物を生產する新虫產部門は，かかる市場の拡大を前提す

7CCC>̂̂ 礙絲驗：?微綠■竣鐵.K.

ン= スウイ一ジー，小原訳 r独占資注（6) Cf., P.A. Baran & P.M. Sweezy, Monopoly Capital, 1966, Chapter 8.
本』第8章参照9 ‘

( 7 ) 古川哲「景気循環と恐慌の理論j (»■现代帝園主義講座j 1963年所収，同氏著f危機における资本主義め構造と産業 
循環』1970年 に，「纽ニ帘独古資本主義のもとでの循環の形態変化j として神録）

( 8 ) この点に注Hして，リチヤャドソンは，従来のマクロ的な集計的投資理論の不十分さを指摘し，投資理論を權想して 

V、く上で新部H投資とその影嚮をくみこめるよ5な非染計的祝角，多部門分析的祝角の與斯なことを強調している，
. cf” H.W, Richardson, Economic Recovery in Britain, 1032—39, (1967), p p .132 ff.
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ることなしにも，形成されうるところに大きな特徴があるとぃえる。

この特徴は，独占段階における新生産部門形成の意義を考えるうえにきわめて® 要である。

独占段階では，寡占固有の投資行動により，新投資の活発なる展開は，既存部門の市場の大幅• 

かつ継続的拡大のもとではじめて現実化することとなり，既存部門の新生產方法導入とぃう形での 

技術進歩も，市場の拡大傾向と結びつかなぃ以上,当該部門内の新投資を群生させえなくなるとぃ 

う特徴をもってぃた。そしてかかる特徴自体が，生産手段市場,消费市場の急速なる拡大の惹起を 

制約するとぃう関係にあぅたのである。（前節参照）

それゆえ，新生産部門形成のための新投資におぃては，既存の社会的総市場.の拡大め進展のなぃ 

.ところでも一速の新投資が展開されうるとぃうことは，独占段階におぃてはとくに重要な意味をも

つているといえようン  爾

( 2 ) 新生產部門の形成は，以上のような特徴をもってぃるため，全体としての新投資総額をして， 

.'既存部門のみであった場合のそれに比して，増加させる作用をはたす。

後の分析のためにも，新生産物をその市場の開拓のあり方にしたがって分類し，それぞれにつぃ

、て，以上の特徴とそれによる作用を明らかにする。 ，
. . .  ■. .

A 新生産物が既存生産物の市場を一切侵蝕することなしに，独自の市場を開拓するばあぃ。 

直接的労働に代替して新型機械が登場し，この機械の生産のための新生産部門が形成されるぱあ 

，ぃ，従来不可能であった遠隔地輸送を行なうため，あるぃは主として労働に依存してぃた輸送に代 

替して，各種の新しぃ運輸手段.*運輪施設か登場したばあぃ，あもぃは新しぃ奢侈品•高級消費手 

段が，資本家の消-費総量を絶対的に増大さ章ることによって自己の市場を拡大するは’あぃ等である。 

ここでは，新生産物は，他のすべての既存生産物の市場を直接侵蝕することはなぃ。

これらにおし、ては, 再生産規模の拡大しなぃ単純再生産を初期条件として前提しても，たとえその 

縮小する状態を前提しても，新生産部門の形成は可能であるし，そのために生じる新投資は，全体に

.おけ名新投資の純増分----- かかる前提のもとでは唯一の新投資の出現----- •を意味するものである。

もちろん，拡大再生産の状態のもとでは，これらの市場の開拓の余地が増大し，これらの新投資 

沩；ヨリ増大することはぃうまでもなぃ9 '
もっとも，労働に代替する機械は労働力需要の減少をもたらし，D部門への需要の減少をもたら 

す。なお，単純再生産の前提では問題にならぬが，資本家の銮侈品需要の塯加はmA (剰余伽値の 

藉積される部分）を低下させるかぎり，蓄横を減少させることになるが，坐産力発展のもとで社会 

的輯剰金妯値は増大するし. また現突には，資本家は多額の貯蓄をもぅてぃるので* 蓄_へめ反作 

1 をぉょぼすととなしに• 消毀を絶対的に増大するととは容易である0 '
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B 新生産物が特定の既存生産‘物に直接代替していく場合。

新生産物の使用価値が特定の既存生産物のそれとほぼ同一でありながら，生摩技術体系が全く異 

質であって • 全く異なる原材料と全ぐ異なる設備を使用して，ョリ有利な費用条件で，その生産が 

行なわれるようになったばあい，この生産は新部門を形成することになるし，かかる新部門©生産 

物は既存生産物をほぼ完全に，直接に代替していく。一 合成染料による天然染料の代替などが好

' 例で杏る。 （このばあい. 使用価値がほぼ同一といっても，生産技術体薄の異質性を反映して，多かれ少かれ. 
ある程度の品質上の差異が両者間に存在しがちであり，代替.もそのかぎりで不完舍となるのが普通であるが， 

本稿では問題を純粋に考察するため， とくに注意しなV、かぎり， B型は使用価値がほぼ同一の既存生産物をほ- 
ぼ完全ヒ代替していく ようなものとする。）

ここでは，既存の生産物への支出の方向が新生産物へ齊行するだけであるから，それ自体として 

は社会全体の市場の増大をふくま な い ’。

この(B)は，（C ) i共通する面をもっているので，後にあわせて考察する。

C 新生産物が不特定多数の既存生産物の市場を侵蝕することによって，自己の市場開拓をして 

いくばぁい。

消費手段にあっては，とくに消費総額が制約されている労働者のばあい，需耍は，使用価値の全 

く異るものの間—— 異る各種食料品の間，各種衣料品の間，各種の家具の間，さらには食料品，衣 

料品，家具，化粧品……等の間一一でも，かなりの移転をみる。新しい消費手段が，使用佃i値の全 

く異る既存の不特定多数の消費手段の需要を奪うことによって，自己の市場を開拓していくばあい 

が(c)である。ここでは，㈤ 型とは異なり，侵蝕されていくものとの使用価値上の共通性はないので， 

侵蝕されていく既存生産物は，不特定多数の消費手段であるばあいが少なくない。いかなる既存の 

消費手段が市場侵蝕をうけるのかは，ある時代 • ある国の消費者の消費水準のもとでの消費の性向: 

によって左右される。

かかるばあいは，（現契には，新しい欲望の開発を通じて，消費総量を増加させることと結びつくばあいが. 

/>なくないとはいえ)，それ自体としては，既穿の不特定多数の消費手段からの需要移転として把えら， 

れるので，ここでは社会全体の市場の増大をふくまないものとして考察の対象とする。

被 效 鄕 说 输 切 錄 縱 啟 膝 ^ 遂 ^嫩 ふ ^ ^ 撕 蕊 辟 ^忍 ^ ^ 端 微 頌 頌  = 漂 ? ■

(B) • (C)のばあいにおいては, 新生産物は, 既存の（諸)生産物市場を侵蝕することによって自己の市 

場を開拓するのであるから，侵蝕していぐ(諸) 市場が全く停滞的で既存の(諸)部門で新投資が全く 

ないばあいであっても. , さらにはその(諸)市場が縮小するばあいにおいてさえも，新生産物が，既 

存の（諸〉坐産物の市場を奪っていきうる見通しさえたてば，新生産物生産のための新投資が実现し 

ていくことは明らかである。ここにおいても，新生産部門の形成のための新投資は，新投資の純増

分-----かかる前提のもとでは唯一の新投資'-----  •を意味するものである。つ .
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また，同様の理由で，この新生産物が侵蝕していく（諸) 市場が拡大傾向にあり，既存部門が新投

噴を行なっている状態のもとでも，かかる新生産部門の形成が行なわれれば， 全体としての（既存 
• •

部門プラス新生産部門の) 新投資は， 既存部門のみであったばあいのそれよりも増大することは明ら 

かである。

もっともこの(B).(C)のように，新生産物が既存の生産物市場を奪っていぐばあいには，かかる新 

生産部門の形成はへ他面では，既存の生産部門の新投資の減退.生産規模の縮小をともなうことに 

なるが，しかしながら，これについては，かかる反作用が，ただちに現われるわけでは決してない 

ことを注意しておかねぼならない 

新生産物の多くにあっては，固定資本投資を行なって，生産をはじめ，生産物を市場にもたらす 

•にはある期間が必要である。 しかも新生産物固有め問題として，その普及.需要の獲得にある期間 

を要するのである。資本家は，新部門投資にあたり，かかる点を考慮にいれて，必要資本量や利潤 

率を予測し，投資の決定を行なうのであるし， .したがづて，ある一定期間は，商品在庫のt 積をと 

もなっt も，生産を継続する。また, この鈕門に商品在庫が増大する状態でも，将来の市場開拓が 

予想されれば，新しく新投資女始める資本家が現われる。

それゆえ，ある期間は，既存の生産部門の投資 . 生産にマイナス的作用をおよぼすことなしに，

新部門の新投資の継続• 生産規模の継続的拡大が支配する•わけである。そして，競合しあう市場に 

おける競# •戦による既存の（諸) 生産物の駆逐を通じて，徐々に既存部門の新投資の減退• 消失，生 

虚規模の縮小が生じていくのであるから，かかるマイナス的作用の出現は，ある時間的ズレをもっ 

て，徐々にすすむことになる。

以上のような傾向は，ある新しい消費手段が，使用価値の異なる不特定多数の既存生産物の市場 

を侵蝕しつ’つ，自己の市場を開拓していく (C)の場合においては，⑻よりも一層顕著にあらわれる。

なお，この既存部門の新投資減i t • 生産規模縮小については，新生産部門の薪投資の継続を通じ 

て，全体としての再生産の拡大が促進されていく過程において，新 • 旧部H の競合する市場自体が 

•拡大し，それによって既存部門の衰退が緩和されていく面のあることを指摘しておかねばならない。 

もちろん，この# うな競合市場の拡大分が，新旧いずれの生産物によって獲得されるかは，様々で 

.あるが，ここでは，かかる市場の拡大があること，それによって，旧部門の衰退.したがって投資 

の減退が緩和されるか，あるいは新部門の新投資が一層拡大されるということを指摘しておきたい， 

そして，新生產部門の形成においては，上にみたような事情により，新部門の新投資が開始されて 

から，ある期間にわたっては，新部門の新投資による投資需要の創出•増大作用のみが支配してお 

り，既存部門の衰退によるマイナス効果が生じるのは一定期間の後であるということは，このよう 

Iに，新部門の新投資が全体の拡大苒生産を促進することを通じて新旧生産物の競合市場の拡大をう 

.みだし，既存部門CD衰退を緩和するにいたる時間的余地をあたえるよう作用するのである。

* ■  37(753) — -  ’
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( 3 ) 以上のように，新生産部門め形成は，（A)(B)(C)いずれにおいても，社会全体としてめ新投資総 

額を増加させる方向において，自己の新投資を展開し，それを通じて，関述部門に対する需要を拡 

大していくのであるが，この新生產部門形成をめぐる新投資Q 展開については，勹ぎのような特徴.

のある点を注意しておく必要がある。

新生產部門の形成とそれをめぐる新投資は大体つぎのような過程ですすむ。

新坐産物の生産の開拓は，別 稿 「競争段階 • 独占段階における生産力の発展」で詳論したように^
(注 9) •

「一時的独占的超過利潤j の取得.の-予想のもとに, 率先的個別資本によって実現される。1•〜 2 の開拓 

者によって生産が始められるこの“先駆的開拓期” をへた後，新生産物の普及.新しい欲望の開発 

を通じて/ 需要の開拓の展望がしだいに明ら’かになるにともない，諸個紉資本がつぎつぎと新生産 

物の生産にのり出し，新坐産物の本格的生産を展開する時期一一いわば新生産部門の“本格的形成：

期”が展開する。しかし，この，固定資本の新投下• 生産能力拡大があいつぐ“本格的形成期” は. 

一定期間に限られ，早晩，固定資本新投下の上昇傾向が下降に転じる時期をむかえる6 (その後は， 

それまで丨'こ設置された固定設備を主な基盤とした再生産の反覆•あるいは徐々たる拡大を行なっていぐことに 

なるので，もはや新部門としてでなく，既存部門.として扱うべきものとなる。)

—— なお，新生産部門がこのような推移をたどることは，新生産物の市場の開拓は，新生産物に 

対する知識の普及，新しい欲望の刺激. 開発のためにある期間を要するということ，そして，この 

新生産物の開拓可能な市場の犬いさは. ある社会における•社会的総資本の再生産の諸条件と消費者 

の欲望の状態のもとでは，（かなりの幅をもってはいるが）ある範囲の大いさに限定されるという 

ことによるものである。

もちろん，新生産物によって，市場開拓の規制因，市場開拓のテンポ，開拓可能の範囲の可動性，， 

等は種々様々であるから，“先駆的開拓期” から本格的形成期 ” への移行のし方，“本格的形成期’’ 

における投資のすすみ方やその期間の長さ， “本格的形成期” の終りのあらわれ方， もまた種々様 

々である。 しかしながら，新生産部門において，個別諸資本がつぎつぎと生産にのりだし，生産能 

力を拡張していく “本格的形成期” が毛る期間にわたって展開するということ, こ の “本格的形成 

期” は早晩終了していぐということ自体は，いずれの新生産部門の形成にも共通してみることので- 

き る特徴である。 '

たとえば，直接的労働に代替し, かつそれがコスト面からみて有利な新式機械のばあV、，あるい 

は，コスト面• 品質面での決定的優位性をもっているので，即時，既存の生産物に代替していくこ 

とのできる画期的な新生産物のばあいでは，最初からー举に，•‘本格的形成期“ の “本格的投資”が 

急激に展開する。また，このうちの, 労働過程に代替する新型機械のように,その開拓可能な市場 

が，それを使川する生產過程の規模によってのみ決笵されるばあいには， "本格的投資”が終る転 

換も，相対的に明由にあらわれる。 ’

注（9 > 拙稿「餃争段階‘ 独占•段階における生座力の発肢技術進歩を小心として—— j (睃応義铋f経济学年银j 】2所収)「■
の第1帘馆2節参照，
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これに反し，新しい欲望の刺戟• 開発によって需要の開拓が可能であり，しかもそれが，不特矩 

多敎の既存の消費手段の需要からの移転によらねばならないようなばあいには，その市場の開拓に 

は長L、期間を要するし, 開拓可能な市場の範囲は，拡大再生産の推移による労働者の消費総額の変 

化を別としても，不安定な欲望の状態によって左右されるところの弹カ的な大V、さである。 したが,

って，ここでは，“本格的投資，’ も，かなりの変動をふくみつつ.長期にわたって展開することと 

なるし，また，“本格的形成期，’の終了 • “本格的投資” の衰退知，明確な転換をしめさないことに 

なろう。しかし，ここでも，かなりの期間をとってみれば， “本格的形成期” の存在と.それが終 

りをとげ七いくこと自体は看取できよう。 ’ •

(なお，上のような新生産物では, 固定資本投資ののがが低下してからかなりの期間を経てから/

再度市場が急激に拡大し，急速な新投資の展開をしめすこともあるが. かかるばあいは，既 存 部 門 . 

とみもされるようになった時期での，新投資の問題として把えるべきであろう。〉

■ ., ノ ... , ,  .パ — - . :

以上のことは，新生産部門が，ある期間にわたって，一連の新投資の持続的展開を® じて，関連 

諸部門に需要拡大• 新投資拡大……を誘発していくということ，しかし，ある期間の後には，新投 

資の頭うち • 減退によって，拡大を促進していっナこ関連諸部門に打撃をあたえるということ，を意 

味している。 ン  '

新生產部門の “本格的形成期” においては，固定資本の新投下がある期間にわたって展開するた 

め，耐久的労働手段が前もって一挙に投下される必要上，労働手段生産部門に対して，群的需要 

が . しかも持続的に創出されていくし，新設備の稼動がつぎつぎと開始されるのに対応して，原材 

料 •労働力に対する需要も拡大傾向をつづけていく。 このような新しい需要の拡大傾向の持続は，

労働手段生産部門，原材料生産部門における新投資を促進し，それらは I 部門内の諸部H に，需要
• . . : . . .  ■ '

拡大-一 >新投資拡大一>需要拡大一 " という，需要の加速度的拡大を惹起していくこととなる。か 

かる過程で，労働力需要の拡大’ • 消費市場の拡大も俾•され, n 部門の新投資の増大も， I 部門にく 

らベればはるかに下廻る率ではあるが，促進され，これはこれでまたI 部門の新投資を加速するよ 

う作用する。こうして，新生産部門の形成は， I 部門の不均等的拡大という方向において,全体と 

しての再生産の拡大を促進させていく内的起闕;力としての作用をはたすので和る。 .

しかしながら，かかる拡大は，新生産部門の“本格的形成期”の終焉によって，限界を劃されるこ 

ととなる。新生産部門の市場の開拓が頭うちとなるのに対応して，新投資の頭うち• 減退が生じる。 

そのばあい，_ 久的労働手段におV、ては，一般的にいってまだ史新■ 要が現われないので，労_手 

段需要は新役資の婢退をそのまま反映して，絶対的減少を佘儀なくされる。原枒料，労働力に対す 

’る需要の増加傾向も終りとなるので, 原材料生産部H ，n 部門の拡大の.中止によって，これら部門か 

らの労働手段の需要の拡大も消失する。ここには，労働手段生産部門の也産物過剰をうみだす強V、 

傾向がふくまれている。また，原材料坐座部鬥やn 部門自体においても，生産物過剩化の涵佝がより

—— 39(755) —
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⑴ 新生産物の開発‘尘産開拓の実現可能性については，すでに別稿「競争段階‘独占段階にお 

ける生産力の発股-~ ~ 技術進步を中心として一」で明b かにしたように，独占段階においてけ 

新坐/金物開拓への誘因は由山競争段階よりもがえって強化されるうえ，その開拓を促す独占段階固

注(1 0 )以上馆1明の叙述において，綱研究渚でる -#■村苒代子の本誌本号所収論文「坐産と消奴の.矛盾⑷—— 恐慌論研究 
观めにの齚節の叙述と麵を麵にしている部分跳るととをことわづておく。 _ 捕 ^
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弱いとはいえ存在するb

以上のように，新生產部門の形成は，一定期間にわたって，労働手段生産部門を中心にr 部門の 

不均等的拡大という方向での拡大苒生産の進展を促進していくのではあるが， しかしこCD拡大は， 

それ自体のうちに，この拡大に大きな反撃をあたえる要因をふくむものセある。

さらにまた，（B) • ((?)の新生產部門にあっては，一定期間にわたって，新部門にお汁る新投資が上 

のような I 部門の不均等的拡大を促進していく作用をはたした後に，上の問題め出現にある程度先 

行して，市場を侵蝕された既存(諸) 部門において新投資の消失•生産縮小が生じるという問題がつ 

. け加わるので, ここでは， I 部門の不均等的拡大に対する反撃はヨリー層倍加されたものと、して現 

われることとなる。

もっ’とも，新生産部門の “本格的形成期” における新投資の持続的拡大によってI 部門の不均等 

的拡大が惹起されると， I 部門内の諸部門の新投資が相互促進的に発展していくので，新生産部門 

の “本格的形成” の完了や既存(諸)部門の衰退によって，労働手段生産部門に対する，需要の絶対 

的減少，原材料生產部門 . n 部門に対する需要め拡大傾向の中止が生じたとしても，それがただち 

に，全般的な生産物過剰を必然化す.るとはかぎらない。 したがって，以上のような拡大再生産の終 

焉の必然性は， I 部門の不均等的拡大の終焉一般にかんする分析によって明確化しなければならな 

いのであるが，ここでは，新生產部門の形成をめぐる新投資め特徴のなかに，みずから惹起•.促進 

したI 部門の不均等的拡大に対して，一つの大きな反撃をもたらす要因がふくまれていることを指
P  (注10)
摘しておくことにとどめる。

' - -  

第 2 項新生産部門形成の独占段階的特徴

第 1 項の一般的考察を甚礎にして，新生產部門の形成の問題の独占段階固有の特質を明らかにす 

. るのか本項および次項の課題である。第 2 項で、は，（I ) においてまず，新生産物の_ 発と生産開拓 

の実現可能性についての独占段階の特質を，（n ) では，独占的大企業が新生産部H の本格的形成投 

資を実現していく過程における特質と問題点を考察する。なお，新生產部門の形成が投資需要を通 

じて全体としての拡大苒生産を促進していくという面における独占段階の特質については項シあ 

らためて第3 項で考察することにする。

mam：- 作、機咖r*mMn"M<T̂nr11irr]r謂1111' 1
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有め諸要因があるので，新生産物の生産開拓は，独占段階固有の巨大さとテンボにおいて実現され 

ていくのであって，ここに独占段階で技術進歩が促進される重要な一形態をもとめるととができる。

すなわち，別稿の第2 章第 3 節でくわしく述べたように，新生i 物生産においで，独占的大資本 

は, 多数の潜在的な新生産物のうちから将来大量の需要を開発セきるもの•自らの不利にならないよ 

うなものを選びだす力や，こうして選ばれた有利な新生産物を独占的大資本のみに可能な組織的研 

究 ‘ 開発や特許技術の買収によって工業化していく力，きらにまた組織的な販売促進活動によって 

新坐産物へめ需要を創出 . 開発 • 拡大していく力をもっているのであって，このような独占的大企 

業だけがもつ諸力を基礎として，.白由競争段階の諸資本にくらべてはるがに安定性•確実性をもっ 

て，新生産物の生産にのりだすことができるのであ‘る。

しかも，巨大独占の支配力が強まれば強まるだけ，自らが参加している独占的部門•その他め独 

，占的部門 • あるいは競争的部門のいずれへの追加投資も低い利潤率しか期待しえなくなるたあ,独 

占的大資本は新資本投下の場を既存の生産諸部門以外にもとめざるをえなくなるのであり，このこ 

とは，独占的大企業をして新生産物の開拓にむかわせる重要な促進要因となっている。

さらに，独占的大企業が科学の発展を系統的に利用し，自企業内部の研究開発機構によって多種 

多様の新生産物をいわば一貫作業的に発明開発していき，その生産技術についての独占を中心とし 

，た参入障壁によって追随的資本参入を防ぎ，かなりの期賭,独占利潤を安定的に享受できるという 

、ことも，独占段階における新生産物の生産開拓を促進する一因である。

なお，独占段階において，独占的部門から排除されている多数の相対的中小資本が非独占諸部門 

で激しい競争と相対的低利潤率とを余儀なくされているということは，これら中小資本をして新生 

產物生産の開拓に向わしめる促進要因であり，これら中小資本は，独占的大企業によっては追求さ
(注11) 、

.れないような限られた分野において，新生産物の開拓の場を見出していく。 ‘

( 2 ) もっとも，独占段階においては,.以上のような新生産物の開拓促進という甚本的傾向ととも 

に，これに対する独占段階固有の抑制的要因も存在する。（この点は，技術進歩を中心に論じた別稿では 

十分に取上げなかったが，かかる抑制的側面を投資抑制の原因として強調する見解もあるので，ここでややく 

:わしく言及しておく必要があろう。）

まず, 独占的大企業は，すでに指摘したごとく，組織的な市場調査•市場予測等を通じて多数の 

こ潜在的新生産物のうちから，もっとも安定性•確実性のある有利なものだけを選んで現実に開拓し 

ていくのである。独占企業がかかることができるということは，本来新生産物開拓を制約する不確 

実性による危険を少なくすることによって，新虫産物開拓を促進するのではあるが，しかしこのこ 

とは，逆にいえば，独占的大企業が齒ら關発したり• 買収したりした潜在的新生産物のうち,独占

注( 1 1 )以上紡2m a )の内容につv、弋, くわしくは，拙稿「競争段階*独占段階における生產力の発展一一技術進少を中心 
として—— J (睃応義熟*■経済学年報』12所収）の第2章第3節を参胤されたい。
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的大企業にとって有利と考えられないものは現実に開拓しないということを意味するものであって,，

このかぎりでは，新生産物の開拓を阻止するものといえよう。

この問題の中心は，独占的大企業が代替的新生産物の生産開拓を抑止するという問題であ り，バ 

ラン等によづて強調されているものである。

家ず，独占! ^大企業は自己の生産してぃる既存の請生産物とかなりの代替性をもつものを開発し • 

たとL て ,も，その生摩開拓を行なおうとはしないであろう。もっとも，将来類似した代替品が他企業- 

によって開発される可能性のある場合や， 性能からみて，新しい代替的生産物に切替えた方が有利，

ど思われる場命は，生産開拓にふみきるであろうが，その際には，代替的新生産物の販売によって 

こうむる既存组産物の現存設備の価値破壊を最少限にするため，その現存設備の償却をできるだけ-. 

完了した後に，新生産物の生産開拓を実現しようとするク：>で,そのかぎりではやはり新生産物の生 

産開拓は遅延せしめられる。 ,

独占的大企業が開発した潜在的新生産物のながで相互にかなりの代替性のあるものについては，

このうち予想利潤率のヨリ高いもののみが選ばれ，他方は生産開拓されないことになろう。

また，自己の開発した潜在的新生産物が他の部門の既存の生産物と代替性をもっているばあいで- 

さえも， 被代替部H が強力な独占的大企業からなり，価格低下や宣伝などによる強力な対抗策がと 

られると予想されたり，あるいは自企業の支配する諸生産分野への報復的攻撃が加えられると予想 

されるばあいには，その商品化をさしひかえるということがある。なお，異部門間でのかかる協調/

は，多数部門の独占的大企業に関係をもつ金融資本によって促されることもある。

これは，逆の面からみれば，独占的大企業は, 自己の生産物に対する有力なる代替的新生產物が.

他で開発されても，その現実的開拓を抑制する力をもつということであるが，とくにそれが中小企.

業によって開発された場合には，脅迫や特許買収• 企業買収等を通じて，それを阻止することが，

比較的容易に行なわれる。

① P . バランは，以上の点について次のように述べている。

「射産業の開発を企てるべきかどうかを決定する際には. かれら〔寡占的大企業〕はまず第一に.

新産業がかれらの既存の_ 業と競争しないかどうかを考えるにちがいない。ある芻占的産業内の一，

企業は，自分_ 身の生産物とは競争せず，第三者の生産物と競争するような新産業の開発ならば，

明らかに，これを推進しうるだろう。しかし，……このような行動は，巨大 琪 業 と 巨 大 金 融 機 関 の ’ 

世界では疑いの目をもって見られ，稀にしか行なわれないのが普通でと。

② また，同様にP . スウィージーも次のように言う。

「技術本新は，かれら自身の会社の資本構成ばかりか， もしもこれらの技術革新がかれらの競杀 

相乎の媒占体の利益を余り多く侵害した場合には報復をうける恐れをも考慮しなければならない大

注(12). P,A. Baran, The Political Economy of Growth, 1957, pp. 84-5. P.A.パラン著ン浅野• 萵須贺訳『成极の経济逆ふ 

112 見  '
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会社によって導入されているのである。ごの結果，ある種の技術革新一^ 全然新しく生產物をつぐr 

り出す技術革新や，（いわゆる生産高増大的技術革新とはちがって原価を引下げるような技術革新）
(注13)

—— に偏り勝ちとなり，技術革新の導入が厳重に統制されることになり勝ち.である。J .

③ ま た ，シュタインドルは. 20世紀の化学が工業生_ の大部分に革命をひきおこすようなおそ

、 るべき潜在力をもっているにもかかわらず, それの工業化のための研究開発が「全然（ないしは，j、

規模にしか）おこなわれていない」ところに寡占経済特有の投資誘因の不足の.現れを見出し，' 経済
(fU14)

寡占化の現実から新投資の停滞を説明する彼の議論が「新産業J にもあてはまる, と主張する。ン 

ュ タインドルのばあいには，新生産物の工業化よりも，その前段階の工業的な研洗開発そのものが 

抑制され（開発投資へめ誘因の不足) ，そめ六:め 「新生產物の出現の速度J が制御され，投資率へ 

重大な影響を及ぼさない，ということになるのであるが，経済の寒占化が新坐産物の開発研洗を何 

故また如何I■匕抑制するのかという点についての説明は全く無い。；

■ '

( 3 ) 以上のように，独占的大企業は新生産物め工業化を抑止する役割も演じるのであるから，以 

上の面を無視して，独占段階における独占固有の新生産物開拓の促逸作用のみを一面的に強調する 

ことは誤りである。 しかしながら，反対に，,以上のような抑制についての過大評価もまた誤りであ 

り，それゆえ，以上のような:t 業化の抑止は，全体としては，ごく限られた場合•限られた分野に 

限定されたものであるということ， したがって，独占段'階における新生産物開拓は,一部におけ 

る抑制要因の存在にもかかわらず，全体としてみれば，自由競争段階よりもはるかに強い促進作用 

によって実現されていくということ，を注意しておかねばならない。

まず，独占的犬’企業による代替的新生産物の開拓の抑止という問題については，とれが貫徹しケ 

るのは, 独占的大企業が自己め生産物とがなりの直接的代替性をもった新生産物を，_ から開発した 

という場合，中小企業によって開発されたがその買収に成功した場合，あるいは開発した他部門の 

独占的大企業との間に協調が成立する場合，にかぎられるということである。自らが開発した場合 

は生産開拓をしないことが少なくないが，かか^)場合は稀にしか生じないし，中小企業による開発: 

も，抑止の可能性は相対的に大であるとはいえ，独占的大企業の生産物に対する有力な代替的生産 

物を中小企集が開発することも多くはないであろう。可能性としては他の独占的大企業によって開. 

発される場合が一般的であるが, この場合,部門内の寡占的協調に比べ他部門間の協調は困難である 

ので，協調が実現するのは一部にかぎられる。開発した新生産物がコスト• 性能の而で決定的M位: 

性をもつならば, 独占的大企業は，その開拓にふみきる。自己の生産物に対する代替的生産物であ 

れば，独占的企業は，開拓による現存設備の卿値破壊を考虛するが，他部門の独占企業に対する代 

替的生産物であれば, かかる考慮は不要であるから，開発した生産物が* コスト*性能面で，他の

注( 1 3 )ポニ̂ 7 ^ 7 ィ一ジー‘ r資本主義は変るか？」(都招ffl人編哺代資本主義の再検討』1959年所収) 71其，なお引瓜 

文中力ッコに入れた箇所は本稿の当面の問題とは関係がない简所である。
(14) J. Steindl, Maturity and Stagnation in American Capitalism, p. 133 ,前掲訳171頁。
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•独占の対抗力• それからの報復措置を相殺してあまりあるような優位性をもつ以上，その開拓を実 

行するのは当然である。

第二に，注意しなければならないのは，薪坐産物が，既存の諸生産物にかなりの代替性をもって 

■いるという上のような場合は，新生産物のうちの一部であること，したがって，新生産物の開拓を 

」問題にずる場合，上のような代替的関係にある新生産物の問題を過大視してはならな“ということ，

第 1 項の分類で明らかなように，上のような抑止が問題となるのは(B)のみであって，（A)(C)に属す 

る多ぐの新生産物の場合には，バランの強調するような形での独占による開拓の抑止は本来問題と 

■はならないのである。

ま た ， 代替的関係をもった㈤ の場合においても，独占によって開拓の抑止が意図されるのは’か 

なりの程度の明白な代替的関係の存在があらかじめ予測される場合にかぎられているが，現実には， 

代替の程度の低いもの，代替の程度があらかじめ明白ではないもの，が少なくない。したがっブ 

代替的な関係の新生産物についても独占的企業の抑止の対象とならないものは，. 少なくない。

いま一つ注意しなければならないのは，独占的大企業による新生産物開拓の抑止を強調する議論 

では，住々にして，独占段階における新生産物の発明• 開発 • 工業化が，独占的大企業の手に独占 

:的に掌握されているという認識にたっている点についてである。

独占的大企業が，新生産物の発明•開発について独占的大企業にのみ可能な臈大な組織や資本力 

をもっていることは充分強調しなければならないが，しかしその強調のあまり，非独占分野で激し 

.い競争 • 低利潤率を余儀なくされている中小資本が，独占的大企業の開発分野とは異なる分野で， 

新生産物の開発• 開拓にのりだし，それに、よって活路を見出そうとしていることを無視するととは 

許されない。 ，

たとえば，電気機器 • 電:子工業関係に典型的にみられるように，莲礎科学•技術の性格からしブ 

多種多様の新生産物創出の可能性が非常に豊富に存在するような分野では,いかに綜合的な大電機 

企業といっても，その関速分野のすべての面にわたって技術開発を管理• 統制するというようなこ 

とは不可能であるし，採算上も有利ではないはずである。その故にこそ比較的小規模の資本あるい 

は個人が，新生産物を開発し，自から工業化して成功するばあいも少くないし，その工業化の初期 

め段階で綜合的大企業がこれを買収するケースも多く見られるのである。そしてその後者の場合も 

工業化を抑制するのではなく，小企業の工業化の動向を注視し，有望と判断した場合にはそれを買 

収して， I自からヨリー層の工業化をす十めていくという傾向が強いのであって，ここでは，中小资 

本による開発• 工業化は，全体における開発• 工業化を促進するよう作用しているのである。

■ W f M m o w iiP iiC T i
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U

つぎに考察十べきことは，新生産部門の形成のための投資における独占的特徴である。すなわちK 

独占段階において，新生産部門の形成が，全体としての两生産の拡大耷まき起ムていく起動力とな 

りうるかどうかという観点から, 独占的大企業によって新生産部門が開拓されていぐもとでは，独占 

的企業によって新生産部門の新投資の進展が抑制されるかどうかという問題を検討することである。

この問題についてまず確認しなければならないのは，巨大な資本力と高度の技術水準を自由にす 

る独占的大企業では, 新生産物の生産がひとたび意図されれば,早急に巨額な棵資によって生産耷 

実現していぐことができるとい.う点である。 ，..._ノ;. .. .....

( 1 ) 独占的大企業における新生產部門の新投資が知約さ；れるという点をTDい 幻 む つ ぎ 9 よ6 な： 

場合が一'部|1命者によって指摘されているのであるか，’ いすれ.も局限多れた場合• ある:いは局際され 

た作用にとどまり，独占段階で新生産部門の新投資が制約される問題と:し^:過木視することは決し 

て許されない。 ：ふ.’：

ひとつの問題は，独占的大企業が，現存過剰設備能力を利用し文i f 生産物の生産を行なう場合に 

は，そのかぎりで，新生產物生産開拓は新投資を必要としないということである。たしかに，前章 

や前節で強調したように，_一定の過乗性産能力が構造的k 定着するのが独ぼ的大企業の特徴であり，- 

こ•の過剰能力の利用が，新生產物開発の一動機をなすことが少なくないことは事実である。

現に，米のもる標準的な経営経済学教科書は「ラインに新製品を加えることの根本的理由は，
(注15>

それが過剰能力を利用するということであるJ と述べているし，また，バラン=スウィージーの共著 

. 『独占資本』がマクグロウ• ヒルの調査報告から「新製品の導入にともなう投資の爆発を阻止する要，
(注16)

因の存在J を説明するために引用しだ文中に，「しばしば，既存の設備や，その—部が，新製品の

試験的な量を生産するのに転用することができる」という筒所があるのも注目される。

しかしながら，このよ-うな現存過剰能力の活用という内容をもって行ないうるのは，生産.工程の 

ごく類似した関連商品の生産であるとか，あるいは，ごく初期のいわば試験的な生産:の段階にかぎ 

られるであろう。

したがって，このような限りでは，新たな設備投資なしの新生産物生産があることは認められる 

としても，独占的大企業を新生産物の開発• 生産開拓にむかわしめる独占固有の強い誘因は，過剰 

設備利用というような消極的理由.ではないレ，独占的大企業が研究開発機構や巨大な販売宣伝組織： 

を許景に, 開発し工業化していく新生産物の大多数は，決してかかる過剰設備利用の枠内で生産さ

注(15) Jr Dean, Managerial Economics, 1951. p. 137, J*，デイ—ン著， n彳村監說『経営者のためcp経済学j 第1分丨f!f22L 
頁。

(16) P.A. Baran & P*M. Sweezy, Monopoly Capital, pp. 98-9•バラン=スウイ“ ジ一f独占资本』前掲訳121
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•れうるようなものではない。

それゆえ，過剰能力の利用にょって，新生産物の生産開拓のための設備投資が節約されるという 

:問題を，一般化して , 過大に評伽することは誤りといわねばならない。

なお，きわめて限られた場合ではあるが,独占的大企業が自己の生産物とかなりの代替挫をもっ

た新生産物を生產せざるをえなくなった場合， 十でに指摘したょうに，代替的生産物を自ら開

:発した独占的大企業が，将来他企業にょって開発されていくことが予想されたり,新生産物の優れ 

た性能にょり，それへの切替えが有利と思われるため，率先的に生產開拓にふみきる場合，あるい 

ノはン他の独占的大企業にょって代替的新生產破/が開拓されてしまったたあ, 自らもその生産fcふみき 

らさるをえなくなった場合独占的大企業は，旧生産物め生産設備の価値破壊を最小限〖こすると 

V う観点から，その償却をできるだけすすめて，率先的開拓を.はじめたり，追随的生産にふみきっ 

たりする。旧生産物の生産設備の未償却部分が大であればあるほど，かかる新生産物開拓投資の遅 

延は大きくなる。そして，このようなことがあるかぎり, これは,新生産物生産べの新投資が制約 

されていることを意味する。もっとも，自由競争段階でも,現存設備の偭値破壊を回避しょうとす 

る行為は共通してみられるのではあるが，多数の個別諸資本が部門内に•部門をこえて競争しており， 

:新生産部門への投資の必要量も相対的に少量であるところでは，現存設備の価値破壊のおそれのな 

<い資本にょって，新部門の率先的開拓や追随的参入は容易かつ活発にすすむであろう。

それゆえ，この問題も，独占段階固有の新投資の制約の一つといわれねばならないが，しかしな 

:がら，かかる場合は，十でに本項 I でのべたように, 新生産物め問題全体のなかでは , 限られた.ケ 

■ースにすぎない。

⑵つぎの問題は，独占的大資本による新坐產部門への追随的資本参入の制限であり丨また，そ 

:れを® 礎にしたところの绅占的開拓企業の投資制限:= 生産制限の間題である。

別稿で明らかにしたように，自由競爭段階では，率先企業によっ文•開拓された新部門で高い利潤 

率が予想されれば, この新部門へはつぎつぎと資本が参入することになるの fこ対し，独占的大資本 

:が率先的に開拓した新部門はかなりの期間追随的資本参入を制限し•独占利潤を躺続的に享受する 

、ことができるのであり，このかぎりで新投資を抑制する。 ，

独占的大資本は，新生產物にかんして出らの開発した逋本的技術• あるいは外部で開発された;の 

を贸収した技術を，特許や強力な秘密保持によって独占するのみではなく，技術的驻盤と実際の生 

產活動め経験の菩稹の上にたって多面的な関速諸技術の開発,各樋の改皮技術の開発をつぎつぎと 

すすめ，それらを同様に独占することによって，技術独占を強固に防衛しでいくとともに，代替•的 

4热技術についても可能なかぎり間発し，特許によってまもることによって独占的地位の確保に努力 

寸る。 •

——L 46 (762) - ——

新生産部門形成と拡大押生産の進展 

このような特許を中心とした技術独占による参入障壁をもって，追随的な資本参入を防ぎつつ， 

その蕋礎上で，この独占的大企業は，自らの販売促進活動のもとでの需要の拡大傾向を予測し，可 

能なかぎりの最高の独占利潤を長期的に実現できるように，投資 • 生産を計画的に拡大していく/  

それゆえ，ここでは，独占利潤が，最初に開拓した独占的大企業により，かなり長期にわたり安宏 

的に実現されるのである。このような追随的資本参入の遮断は，そのかぎりで，当該部門への新投 

資を抑制することは明らかである。 . .

しかしながら，独占段階で追随的参入が抑制されているという而だけから，新生產部門の新投資 

の制約を過大に評価することは誤りである。独占的大企業が，多数の潜在的新生産物から撰びぬい 

て生産開拓を行なう新生産物は，近い将来，需要の安定的拡大が予想されるようなものであるし， 

率先的開拓者は，販売に先行する組織的’な宣伝活動を展開しつづ，需要拡大とそれを自らが独占で 

きるという予想のもとに，販売の拡大を十分見込んで，十分な余裕能力をもつように,大規模な新 

投資を初期に行なうめである。このことは，自由競争段階における率先的開拓者の初発の投資と大 

きく異なるものである。さらにまた，需要が当初の予想以上の拡大をしめしていけば;独占的大企 

業は，一方ではこの需要拡大趟勢に直接対応するために，他方ではこの需要拡大趨勢がもた匕す参 

入の容易化に対応するために，ョリ一層の設備拡張を行なうし，その場合，できうるかぎりの改良 

技術の導入を行なうのである。 ， ，

それゆえ，率先的開拓を行なう独占的大企業の新投資における以上のような特徴をみることなし 

に，追随的参入が抑止されているという事実だけから，自由競争段階と比べて，新部門の新投資が 

抑制されるというように主張することは一而的な誤りといわねばならない。

バラン= スウィ一 ジーの共著*■独占資本』が，「新生産物導入にともなう投資の爆発を阻止する要 

因j を強調するとき，そこには, 上に述べたような一面的な誤りが示されているように思われる。

彼らの主張は，— 必ずしも明快とはいえないが，前後の文脈からみて— 独占的大企業が追随

的資本参入を遮断しつつ新生産物生産を制御されたやり方で導入するとと，それゆえにあまり大き
(?H17)

な投資をひきお.こさないということ，にある。

彼等め主張の根抱(とな-っているマクグロウ*ヒルの調直は,①新生産物の生産を開始するのに必要. 

な支出は一般にきわめて少額であり，②まったく新しい工場設備を建設するのに必要なほんとに多 

額の支出は，一• ニ年後まではおこなわれない• という事実を指摘しているのであるが.この事実 

は，むしろ，‘'ほんとに多額の投資”が比較的初期になされるということを示しているとも解釈 

可能である。また，われわれは，この調査において，試験的な生産開始から本格的な設備投資がは 

じまるまでの期間が一 ，ニ年とみなされていることにも注目したし、。調直者やバラン= スウィ一ジ 

一らは，この*'料学的発見と経済的応用との間のおくれj の存在を強調するが, もれわれは，この 

期間が「一，ニ年」というきわめて短い期間であることの中にかえって，独占的大企業の力によ 

る 「新坐産物の発明— 開発一—本格的生産J の期間の短縮化傾向の反映をみるべきであろうン

注（17> Cf., P.A. Baran & P.M. Sweezy, ibid..
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⑶さらにまた，生産開拓をした独占的大企業による新生產部門の独占‘は，決して絶対的なもの 

ではないのであって，他の独占的大企業が追随的に参入してくることを完全に阻止しつづけること 

は不可能である。

独占的大企業が開拓した新生産物が, 新しい市場を創出• 拡大していけぱいくほど，参入は容易 

化されるとともに，参入への刺戟は強作される。これは，開拓者たる独占的大企業にとっての矛盾で 

ある。強力なる広告• 宣伝活動の展開によって新生産物に対する新たな# 辏を_ からきり開いてい 

くことに成功すればするほど，. それは自己に対する新しい敵対者の出現务刺戟し，容易にしていぐ 

のである。（ここには，資本主義的独占が競争を絶対的には排除しえないという命題の一つの典型的なあらわ 

れをみることができる。）

新生産物の独占的生産が，生産技術の特許によって防衛されている場合には，代替技術の開発が 

必死に追求される。先に指摘したように, 新生産物の生産を開拓した企業は，，できうるかぎり代替 

技術を開発し特許をとることによって参入を極力阻止しようとするが, しかし，完全にすべての代 

替的諸技術を特許によって阻止することは不可能である。代替技術を開発した企業—— かかる開発 

はもちろん少数の独占的大資本にかぎられている—— の出現とともに，新生産部門への参入が実現 

し，開拓企業による文字通りの独占は破られる。 ■

あるいはまた，代替技術の開発が行なわれなかったばあいでも，開拓企業の技術特許の期限満了 

を契機として，参入が現実化する。 •

J . S  •ベインも，米国の個別諸摩業における集中展開の諸パターンを論ずるさいに，以上でみ 

たような生産開拓をした大企業による新生産部門の独占の問題についてふれ，その独古的支配がつ 

づくのはめったになく，逆に，単一企業独占が他の諸企業との高位あるいは中位の集中度に道を譲 

って市場集中度が低下する過程の方がひんぱんにみられると述べ，この集中度低下の原因として，

戦略的特許の満了,競合的な工程や製品の発展，そして政府による独占解体をあげて^ f f  • •

それゆえ，独占的大資本が選択のすえ生産開拓していくような，巨大な需要の開拓の可能性をも 

つ新生産物においては，早晚追随的な独占的大資本による新投資が実現し，激烈な販売促進活動を 

展開しつつ，前章第3 節 「市場の大幅拡大傾向のもとでの寡占企業の投資行動」で明ちかにしたよ 

うな, 積極的 • 突進的な設備競争が惹起されていく傾向が強いのである。

新部門に進出した先発• 後発の寡占的諸企業は，拡大していく市場のうちで_ 企業のシ丈アを可 

能なかぎり拡大しようとつとめるが，寡占的企業による新しい市場の拡大では，自凼競争段階にお 

ける場合とは異なつ た特徴が支配する。競争段階においては，坐產 •販売の拡大にともなう新虫産 

物への知識の普及と，多数企業の競争による価格低下とが，新しい需要を拡大していったのに対し， 

霖占的諸企業においては, 應大なる広告 • 宣伝その他の販売促進活動による人為的な欲望の創出• 

開発を強力に展關じ, 自から能動的に新市場を創出• 開拓していくことが主軸となり，価格低下が 

注(18) J.S. Bain, Industrial Organization, 2nd ed., 1968, p. 160. J.S.ベイン著,.宮沢監訳 >座業組織論j  U 164 p
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新需要を拡大する役割は，相対的に小さなものとなっていくc それは，先発企業も後発諸企業もと 

もに，値格切り下,げ競爭を回避して協調的に独占利潤を獲得することに共逋の利益を認め合うから 

である。部門全体の坐産能力が参入によって俄然増大し，当面の市場規模をはるかに上廻ったとし 

ても，価格而における相互め協調を破壊し独占利潤の確保を不可能にせしめる可能性をふくむとこ 

ろの価格切り下げは, 可能なかぎり避けられ，当面低い操業率で対応しっつ，販売促進洁動による 

需要増大に見合って操業率を上げていぐという政策がえらばれるであろう。

そして，このように，寡占諸企業が相互に激しく販売促進競爭を展開するというこどは，開拓的 

な一独占的大企業が举独で宣伝• 広告を行なっていた時に比べて，はるかに急速かつ大規模に，新 

しい欲望の開発 . 新しい需要の拡大をおしすすめていく。一般的にはかかる販売促進活動め競争的 

展開とあいまって, 新生産部門の本格的形成期の展開をみるにい:たるのである。

ただし，注意しなければならないのは,価格低下はとのように可能なかぎり避けられる傾向が強 

いとはいえ，なおそれば一定め役割をもって，新生産部門の本格的形成期に現われがちだという点 

である。 y '

第一に，新生產部門の本格的形成期は，しばしば生産方法変革の技術的可能性も夫きく，需要拡大 

卞での生産親模拡大と相まって, 製品単位当り生産価格は大いに引き下げられ,寡占的協調価格切 

り下げの可能性がそこに生まれてぐる。また，当該部門め生産拡大は原材料への需要拡大を通じて， 

原材料生産部門内部における大量也産化• 生産方法の変革一— 原材料価格の低下をひきおこすこと 

も多い。もし，がかる状態で価格をそのまま維持するならば利潤率が参入阻止最高利潤率を越えて， 

一層の参入を誘う' どとになりやすい。かくして，これ以上の参入を防ぐという目的から，一定の価 

格低下が必要と'なるのである。 . . . .

つぎに，一定の価格低下は，寡占めもとでも，とくに新生産物のばあいには，依然として市場拡 

大の有力な武器となりうるという•事情が作用する。とくに消費手段において典型的にみられるよう 

に，需要者の層をョリ低所得層にまで拡張していくことが市場拡大の最有力な方向であるという場 

合には，利潤率の長期極犬化政策の一環として, 価格低下が行なわれる傾向が強いし，ここでは， 

寡占諸企業の共通の利益の追求として，協調的に一定の価格低下が実現していく可能性が大きい。 

このように，需要の‘拡大化傾向のもとであり，とくに，価格切下げが需要拡大の可能性をふぐんで 

いる状況下であれば，寡占企業は現時点の需要量を前提としで価格政策をたてるととはしないの 

であり，長期的な.需要傾向のもとで，ョリ積極的な市場拡大の方向性をもづて，価格政策を行なう 

のである。この点，停滞的な市場に直面せる寡占諸企業が，現時点の需喪量，あるいは一定の幅で 

循環的な変動をする需要量を前提として価格政策をたてるのとは大きな差をもっている。 ■

なお, 新生產部丨"】め “本格的な形成期” に, ■ 翦がきわめて急速に拡大しつつあり,また将来も 

それがつづくとい$見通しがあるという省情は,側格切り下げを協調的に行う.ととを比較的容易に
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する。かかる需要条件下での，しかも，そうひんぱんでも大幅でもない価格切り下げは，決して競 

争相手企業に打撃を与えるための攻勢として不信感をもって受けとられる可能性も少いのである。

かくして，新生產部門の "本格的形成期” において，寡占諸企業が活発な投資競學を行ないなが 

らも，一般的傾向としては，価格面では寡占間協調を保ち• 独占利澗を享受すること，それと同時 

に，長期的には階段状に—— 短期的には価格変動がおさえられているがゆえに，階段状に—— 協調 

的砵価格引下げを行な.うととは，以上のような理由によるものといえよう。この価格低下はのちに

みるようなB C 型新部門による既存部門の競争刺激をみる際重要である。

• - ■

⑷以上のように > 寡占的諸企業の進出のもとで展開する新部門の“本格的形成期” におい.ては， 

_ 占的諸企業はきわめて積極的な投資行動を展開する。将来の需要拡大を見こした余裕能力を十分 

ふくんでの設備拡張が行なわれるし，余裕能力が完全に利用しっくされないうちにっぎの設備拡張 

が準備され，実現されていくというように，先行投資があいっいで行なわれる。かかる投資行動は, 

巨大な資本力と高度の技術水準の基礎上で，強力な相互の販売促進活動により全体として市場拡大 

を実現するとともに，協調的価格政策によって独占利潤を享受しっづけることのできる寡占的大企 

業によってはじめて可能となるものである。•ここに，自由競争段階での新部門の“本格的形成期” 

における新投資の活発なる展開との質的相違を充分認識する必要があろう。

しかも，寡占諸企業は設備拡張にさいして，っねにヨリ優秀な生産方法の開発•導入を行なうよ 

う努力する。市場拡張期でゆ，かかる改良を行なっても，旧来の設備をともに利用していぐことが 

可能であるから，旧設備の価値破壊を恐れることなく，、生産方法の改良•革新が熱烈にもとめられ 

る。そして，ある寡占企業による生產方法の改良• 革新および製品の品質改良は，他企業の改良 . 

革新を刺戟 • 促進し，技術改良 • 品質改良をめぐる激しい競争をふくみっっ，設備拡張が展開して 

いく。このことが，コスト低下を通じて，上にのべた価格の階段状的切下げによる需要拡大促進の 

恶礎となっていく.のである。 . . .

それゆえ’，寡占諸企業による新生産部門の形成にあっては，巨大な独占的大企業の開拓していぐ 

新生産部門の性格上，そこに参入し投資競争を展開していぐ企業は，おのずと巨大な資本力と高度 

な技術水準をもっ一部の企業に限定されることとなるのであり，競争段階におけるような多数の諸 

企業の群生と拡大という現象はみられないのではあるが，しかしながら，このことは，新生產部門 

の形成をめぐる投資の展開が独占段階ゆえに抑制されるということを意味するものでは決してない 

のである。 ’

きわめて安定的に需要を拡大していきうるような新生産物の開発♦ 關拓，媒占的大企業にのみ可 

能なような臣大な宣伝• 成告等の販売促進活動の展開による需要の人為的削出• 拡大，協調的価格 

切下げをふぐむ協調的価格政策による一層の市場拡大政策，それらに支えられた，寡占固有の十分

新生産部門形成と拡大再生産め進展

なる余裕能力をもっての設備投資行動，先行的設備投資の実现，急速なる技術改良とそれをめぐる 

激しい競争，—— とうした一連の動向において把える時，寡占諸企業による新生產部門形成をめぐ 

る新投資が，寡占固有の巨大さとテンポをもって展開されるということが理解されるであろう。独 

占段階における新生産部門の多くが， 自|±1競争段階のそれと比べてみると（鉄道のような例をのぞ 

けば)， 全体としての苒生產規模の拡大以上に， 臣大な部門として現われてきているのは，かかる 

理由によるものであって，決して偶然ではない。

X X ‘ X

以上，本項における検討を通じて，新生產部門の形成のための旺盛な新投會が独占段階において 

行なわれること，それゆえ，それは，前節で分析した「既存部門における新生產方法導入」とは全 

く異なって，急速な拡大再生産への起動力となる可能性をふくむものであるということが理解され 

よう。

かくして，独占段階においては「新生産部門形成J も 「既存部門の新生産方法導入/もともに新

投資を惹きおこさないとして同一視するような見解—— たとえば，バラシとス ウィ一ジーo  r新製

品と新工程とを区別すべき理由はほとんどない。両方とも制御された方法で導人されがちであり，そして投資

の大きさよりも，むしろその形態を定める傾向がある。新工程が古I 、工程にとって代るのと同じように,新製品

が古いものにとって代る。シュンペータ一が資本主義経済の主要な原動力と考えたようなト創造的破壊』は，ほ 
(注19)

，とんどみられない。」というような見解一一の誤りであることも容易に理解されるであろう。

第 3 項新生産部門の形成投資を内的起動力とする 

拡大再生産の進展における独占段階的特徴

⑴前項でみたごとく，新生產部門の形成にあっては， “先駆的開拓期” における開拓投資i そ 

れにつづく “本格的形成期” における寡占諸企業による本格的投資の展開を通じて，一迪の投資の 

群的発生が出現することとなるが，これは社会的総資本の拡大再生産を刺戟• 促進し,独占段階に 

;固有な停滞化傾向に反対する諸傾向をうみだすよう作用する。 ‘

独占段階では，既存部H o 新生産方法導入という形での技術進歩が，拡大再生産を惹きおこして 

いく内的起動力となりがたぃという点と対比して考えれば，射生産物の開発• 新生產部門の形成， 

いう形での技術進歩が投資の群的発生を通じてかかる内的起動力となる可能性をふくむということ 

.は，大いに注目されるべきである。

既存部門の新生産方法導入が拡大苒生産への内的起動力となりがたいというのは，前節で詳論し 

たように：初期条件として社会的総資本の卑純西生產*市場め定常状態を前提にするかぎり，戧占

注(19) P.A. Baran & P.M. Sweeny, ibid,, p. 9 9 .バラン=スウィージニす独占‘資本j 前掲訳121頁。
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諸企業は更新投資によってのみ新生産方法を導入し:t うとする強い傾向がある，ということによる 

ものであった。これに対し,新部門形成にあっては，本節第1項で強調したようにt 既存の社会的総 

市場が定常状態にあるとしても，これとかかわりなく，独自に新投資が行なわれるという点に特微 

がある。

このことは, ヨリ具体的には，不況の全面的進展の局面においてさえ新生産部門では新投資によ 

る設備拡大が進む，という形であらわれうる。その典型的な一例を，われわれは，1930年代初期の 

英国における新部門の活発な投資の中に見ることができよう。そこでは製造業全体では新投資がマ 

イナスになるという状況の中で自動車産業をはじめとずる諸新生産部門ではかなり巨額の新投資が 

行なわれたのである。しかも，とくに自動車產業においては，一時的な需要減退に当面しながら，

将来における需耍の拡大を見こして， I929年から33年の間に1千万ポンドに近い額の新投資によ
(注 20) • ,

る設備拡張が行なわれたととに注目したい。

⑵ も ち ろ ん ，新生産部門の形成をめぐる一連の新投資© 展開が拡大再生産を刺戟•保進する作 

用は，停滞的傾向をうみだした独占段階固有の諸条件のもとで一定の制約をうけるのであって，そ 

れがつねに生産諸部門に対し市場拡大• 新投資拡大め相互促進的’発展を惹起していく内的起動力た 

りうるわけでは決してない。

すでに再三強調したごとく，独占段階の特徴として，既存の寡占部門では，寡占諸企業は一途の， 

余裕能力を備えている。 したがって，新生産部門における一速の新投資の展開が，耐久的な労働手 

段を生産するI F 部門に対して大遗的需要を創出するとともに，原材料生産部門ギ労働力雇用を通 

じてn 部門に対しても需要を拡大していったとしても，それに対しては，寡占諸企業は余裕能力の 

利用による操業率上昇によって対応するので，需要拡大が余裕能力の範囲内にとどまるかぎり，そ 

れは操業率上界とそれによる独占利潤の上昇をもたらすにとどまるであろう。それら部n における. 

操業率上昇は，原材料 • 補助材料の需要拡大を通じて関速諸部門の市場を拡大するが，そこでもま 

た，余裕能力の利用ニ操業率の上昇による対応が特徴的であろう。すでにみたように，中枢的な労 

働手段也産部門，労働手段用原材料生産部門のほとんどが，巨大な寡占的諸企業によって支配され. 

ている傾向が強いという突は，障•占諸企業によって開拓されていった新生產部門の投資需要が， 

かなりの程度にわたって上のような形で処理されるであろうことを意味するものである。

それゆえ，新部門の“本格的形成期”における本格的投資の展開が，労働手段生産部門を中心に， 

既存の寡占的生産諸部門の余裕能力をかなりの程度上廻る規模と持続性をもって，需要を創出しつ_ 

づけていかないかぎり，そこでの鄭占諸企業の活発なる投資行動を惹起していくことはできないの 

である。 ,

この,ためには，新生産部門がとくに戽大な新投資をともなう部門であるか，あるいは，各槌の新

注(20) Cf. Richardson, Economic Recovery in Britain, 1932-39, (1967), pp. 136-8. '
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生產部門の形成が相前後して出現するか，あるいは，新生産部門の生産手段の生産のためには，既 

存の I 部門において，なんらかの設備改良か設備の部分的追加を要求するか，が必要で、あろう。 

(新生産部門の生産手段が, 既存のI 部門で生産されえない場合の問题は，新生產物の原材料や，労働手段そ

れ自体が. 新生産物であるので, . そこでの問題は. ここでは新生產部門の形成の問題として扱っている„)
• . ■ .

( 3 ) 斩部門が, 既存寡占諸企業の余裕能力をかなり上廻る程度の規模と持続性とをもって,投資 

需要を創出しつづけるようなものとして登場するばあい，，それは，次のような作用を通じて，既存 

生産諸部門に活発なる投資拡大• 市場拡大をよびおとしていく内的起動力となっていぐ。

新部門における投資によって，余裕能力を上廻る需要の拡大趨勢が瑰われるならば，拡大する市 

場 の 獲 得 を め ぐ 既 存 の I 部門内部の寡占企業の設備拡張のための投資競争が惹起されていく。 

かかる新投資競争が惹起されれば，それはそれでまた，労働手段生産部門を中心に関連部門への需 

要を直接 • 間接に誘発し， I 部門の不均等的拡大という内容をもって，全体の再生産を拡大してい 

ぐことになる。このように，設備拡張の展開によって，労働手段生産部門*労働手段用原材料生産 

部門を中軸として，需要拡大 • 新投資拡大が加速度的に波及し, I 部門の不均等的拡大が促進され 

ていく メカニズム自体は，競争段階におけるそれと共通するのではあるが，独占段階においては, 

かかる拡大がひとたび惹起され，と，それは独占段階固有9 激しさをもって肢開することとなる。

市場の大幅 • かつ継続的拡大のもとで，一部の寡占企業が自己のシェア拡大のために，設備投資 

を強行すると，他の寡占諸企業は，たとえ全体として過剰能力をうみだす危険性が予知されるとし 

ても，自己のシェアの維持のために設備投資を強行しようという寡占固有の強い志向をもっている 

■ので，寡占諸企業において積極的な投資競争が展開することとなる。 ’

さらにまた，その部門で，開発された新生産方法が存在するにもかかわらず，寡占企'業が現存設 

備の俪値破壊を回避するため設備更新期にまで導入をみあわせていたような場合であれば，新部門 

の形成による市場拡大は，かかる新生產方法の導入という形での設備拡張を実現する契機となるの 

で，それは，寡占諸企業に対し，新生産方法導入の促進占いう，ヨリー層強い力をもって設備拡張 

.を促迫していくことになる。

このような寡占諸企業による積極的な投資行動がひとたび展間するにいたると，そこから巨大な 

投資需要が創出されていくし，需要拡大一- ^新投資誘発一— 需袈拡大の波及の中枢的位置をしめる 

労働手段生産部門• 労働手段用原材料生産部門のほとんどが寡占的部門からなるという事実は，こ 

こでは，裳占的諸企業による投資競争の展開を媒介することによって， 要拡大#新投資誘発の 

相互的発展を，独占段階固有の規模とテンポをもっておしすすめていくよう作用することとなるの 

である。

新生産部門の形成が，独占段階の停滞化傾向をうち破って,反対の急激なる拡大をうみだす起動

 5 3 \ / 6 9 ) ------



酬̂, mm 丨哪i'，輝，pB̂ wawa— wBMwiw— p— aaw

新生產部FI形成と拡大再生産の進展 

力たりうるゆえんは，ここにある。

もっとも，新坐産物のうち，既存部門の市場を侵蝕して自己の市場を開拓していく (B) .(C)型のも

の------とくに直接ある1 〜2 の既存の纸産物に代替していく (B)型の新生産物では，新生産部門の形

成をめぐる新投資の展開は，既存部門の衰退，あるいは没落をもたらす；とになるので，新部門の 

新投資による需要創出の上のような作用は，他而におけるマイナスの投資による需要縮小の波及作

用------上の作用を減少させる作用一 ■をともなうのであるが，このような作用は一定のタイム• ラ

グをもって生じ冬し，さらにこのような新部門については，つぎのような作用によづて既存部門の• 

投資がかえっT 促進される面もあることに注意しなければならない’。

⑷ 新 部 門 の (B)*(C)型は，上の鉴本的作用のほかに，さらに既存の生産諸部門に対し，独占的経 

済のなかにひそむ競争要因の活性化をもたらし，これによって資本蓄積を刺戟•促進するという作 

用をはたす。 •

既存の寡占部門は，高い参入障壁を基礎として部門外からの競争を遮断することによって，自己 

の市場を安定的に確保し，この鉴礎上に部門内寡占企業間協調を維持することによって，独占的価. 

格支配，独占的高利潤を実現しているのであるが，かかる部門に対し，その部巧の需要と競合し 

需要を奪いあうような有力な新生産部門の登場は，きわめて大きな衝撃を与えることどなる。

従来と同じ水準での独占価格の維持と，従来と同じ規模の販売促進活動をもってしては，従来と 

同じ市場規模を部門全体として確保していくことは困難となる。

消费手段に多くみられるように, 新生産物が，不特定多数の消費手段め需要を侵蝕して自己の根 

場を拡大していく (C)型の場合，既存各部門の影響のうけ方は，新生産物との競合のし方に応じてさ. 

まざまであるが，一佑，かなりの競合関係にある部門を一般化してとりあげてみると. そこで生じる, 

_ 態はつぎのようであろう。需要確保のための主要な対抗手段は，価格引下げ , 品質改曳, 広 告 . 

宣伝等め販売促進活動であるが，新生産物登場の影響の少ないか:ぎりでは，寡占間協調をできるか. 

ぎり維持するため，価格引下げ以外の手段が用いられるであろう。 しかしながら,新生産物の侵蝕 

の影響が大きくなった場合，あるい0 それが将来市場を奪っていく可能性の大きなことが予想され 

る場合には，伽格引下げをもふくめたあらゆる対抗手段によって市場の侵蝕を防がざるをえない。そ 

して，. このことは，かかる部門が寡占諸企業からなりたっている以上， 部門内寡占間の競争（—_►- 

協調の破壊）を惹起していくことを意味する。

これは，あたかも，既存部門へ同じ生産物を生遊する卵協調的な大企業が参入し，伽格切下げに 

よってIeJ己の市場を拡大していくばあいと類似した状況を作りだす。既存諸企業だけの協調が闽持 

され> 価仏か丨H; く維持されればされるほ•ど，亦協調的参入企業のシァは ;^すます拡大し, . 既存諸:
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企業のシェアはますます縮小していく。協調は，自からの存立を危くするばかりであるから，既存 

諸企業の側は，相互の協調を破って，独自の可能なかぎりの手段で，この非協調的参入企業に対抗 

することを余儀なくされていく。 ‘

市場を侵蝕してくる新生産物の登場においても同様である。既存生産物を生産する寡占諸企業に 

とっては，価格切下げを行なうとともに，生産方法の改良• 革新によって, コスト低下• 品質改良 

を行なうことが至上命令となる。協調にかわって対立が前面に登場してくる。生産方法の改设と結 

びついた設備投資の競争と価格切り下げの競争とが屁開することとなる。

新生産部門が㈤ タイプのものであるばあいには，それは特定の既存部門とほぼ同一の市場に直接 

割り込むことになり，ここでは当然，価格が市場奪取の最大の武器となる。ただし代替されていぐ既 

存部門の側も，従来，独占的高利潤を実現してきている部門であるとすれば，価格低下における抵 

抗力は強く，相当な幅の価格低下によってもなかなか損失を出すまでには至らないであろう。とす 

れば，この既存部門の諸企業から市場を確実に奪取し，ョリ完全に代替していくには，新部門の側 

のョリ丄層の価格引き下げが必要となり，ヨリー層の生産方法改良が刺激されるであろう。既存部- 

門の側でも， 新部門の生産コストが格段に低くて,到底競争しえないという見通しのばあいは別と 

して，'当面は，従来の独占利潤を犠牲にした価格低下と；さらには従来の協調関係のもとで導入が 

おくらされていた新生產方法の積極的導入によって，自らの位置を防衛しようとするであろう。か 

くして，ここでも，新部門の登場が，生産方法改良のための投資競争をもたらす而が存在するので 

ある。（なお，現実には(B)タイプといっても新部門の生産物と既存部門の生産物との間には品質上の差別があ 

り，新部門は品質面の優越性を強調して価格以外の手段で市場を奪取しようとするばあいが多い。：既存部門の 

側は，これに対し，価格引き下げと品質改良とで対抗せざるをえず.そのために設備投資が促進されるであろ 

ぅ。）
a

以上のように，独 占 段 で は ，新生産部門による既存諸部門の市場への侵蝕は，かえって既存部 

門の寡占企業による生産方法改应を促進して，それによってかなり長期にわたって対抗されていく 

傾向が強いし，また，そこにおいて，第 1 項でみたような全本的な拡大再生産の中での新旧両生産 

部門の競合しあう市場自体の拡大という而も作用して既存部門め抵坑をたすけることになる。

しかしながら，新生産部門が競合する既存生産部門を衰退させていくという傾向そのものは，お 

そかれはやかれ貫かれていくのである。とくに，新生産部門の新生産物がコストおよび品質におい 

ヤ決定的な優位:性をもつばあいには，競合する既存部門の企業がたとえ従来強力だった寡占大企業 

であったとしても，その衰退傾向をとどめるととはできないし，さらにまた，この競合する既存部 

門が中小資本からなる競争的な部鬥であったばあいには，これら中小資本は,効果的に抵抗する力も 

もたないので/ 絶対的や縮小する市場の中で絶塑的な過度競争を継続し, やがて全面的な破滅への
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道を余儀なくされていく。

それゆえ，新生產部門の急速な発展を最有力の要因とL てもたらされる全体としての搏生産の妝 

大においては，その性質上，一方における新部門とその関速諸部門を中心とした急速な発展は,他 

方において根強く停滞をつづける諸部門あるいは衰退する諸部門をともなうという不均等性をもっ 

て現われるということになるのである。

X X X— . 。し. . .

以上，本稿では，独占段階にあっては，新生産部門の形成は，寡占企業固有の高度な技術開発能 

力と組織的な宣伝• 販売促進能力とに支えられて，将来大量の需要を開発していきうるような新虫 

產物が選択 • 開拓され，かかる新生産物を新鋭設備によって生産する部門として登場してくること。 

かかる新生産部門内の形成をめぐって，寡古諸企業による寡占企築国有の投資競争が展開し，一連 

の巨大な新投資が出現していくこと。かかる新投資の群生が投資需荽による市場拡大効果と直接. 

間接の代替効果との二方面から既存の諸部門に作用し，それらの作用を通じて，既存諸部門の寡占. 

間協調のなかtこ潜在していた競争• ，年の契機を刺戟し，それを活性化せしめつろ，寡占諸企業の 

投資競争とそれにもとづぐ急速な発展を惹起し. 促進していくこと。かくして新生産部門の形成と 

いう形での技術進歩が独占段階固有の停滞傾向を一転し,急激な拡大再生産の局面を出现ざせる内 

的起動力たりうる可能性をもっていること，以上を明らかにした。

もちろん，新生産部門形成を内的起動力とした急激なる発展は， I 部門の不均等的発展という内 

容における発展であり，それにふくまれる生産と消費の矛盾を深化するものであるし，第 1 項でし 

めしたように，一定期間の後には，新生產部門の本格的形成の完了と既存部門の衰退によって反撃 

をうけることを余儀なくされるのである。そして，かかる I 部門の不均等的拡大が終焉を余儀なく 

されるところでは，寡占諸企業のもとで循大な意図されざる余剰能力が出現し，臈大な余剩能力の 

もとで寡占固有の停滞化傾向が全面的にきわめて深刻な形で発現し，深刻なる不況からの脱出が困 

難となっていぐという状態が敝続することになるのであるa

_ しかしながら，新部門形成を起動力とした急激なる発展が終焉を余儀なくされる現実的過程の分. 

析や，その後の深刻なる不況における独占段階固有の特質の分析は，別稿の課題であって，それらを 

とりあげる別稿において，前節でみた独由段階固有の停滞化傾向と.本稿でみた急速なる発展の可 

能性とが,，独占资本主義の推移のなかで，いかに相互に関連しあい,’いかに位置づけられるべきか 

を明らかとしなければならない。

■ •
付記本稿は，昭和45 年度文部省科学研究费補助金による綜合研究r経済集中の実態と影響に関する総合， 

的研究j の一部である。
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ィギリス労働組合の現状⑴
/ . . . .

— いわゆる「ドノ ヴァン報告 j (Royal Commission on Trade Unions and

Employers’ Associations, 1965-1968, Chairman: The Rt. Hon. Lord

Donovan) の紹介と分析を中心として  •

飯 田 鼎

( 1 )はしがき一「勞働組合および使用者団体にかんする 

主立委員会j の意 義 .
⑵いわゆる，ドノヴァン報告」の主題 

⑶労使関係制度について(賃金決定を中心として）

以下次号

わが国において，イギリス労慟組合にたいする関心 

め深まりは，戦後の企業別組合の研究の深化の過程と 

ともになみなみならぬものがあった。わが国の組合自 

体の欠陥の認識とこれを克服しようとする傾向が,「企 

業別か.ら產業別へ」という,スローガンとなってあらわ 

れた];955年頃から, イギリスの労働問題研究者の間に， 

イギ!)ス労働組合構造についての関心が，わが国の企 

業別組合へのそれと相まって，その構造や理論および 

政策がどのようなものであるか，その実態の把握が次 

第に強く.意識されるに至ったのである。

そのひとつの理由は，従来わが国のイギリス労働組 

合研究者の間に強く意識されていたのは，主として19 
世紀に支配的な形態であつた機械工を中心とする全国 

的職能別組合であり，これが，企業別組合との比較に 

おいて, 構造的にも政策的にも，いわばモデルとして 

とらえられていた。ところが，周知のように，奶世紀 

に至って発展をみた一般組合およぴ産業別組合につV、 
ては，イギリスの研究者の業績にあらわれた分析や叙 

述からその大体の像を予測する程度にとどまり，努使 

関係や労働組合組櫞を含め.てイギリス労働組合構造の 

現状には, 佝か充分に把掘しえない憾みがあった。こ 

のとき， ドノヴァン卿を議長とする報告書， 「労働組 

合と雇用者団体にかんする1865年から186?年までの王 

.立委員会報告j があらわれたことは，わが国のイギリ

ス労働組合研究者にとって有益であるばかりでなぐ， 

むしろ,わが国の労働問題研究者にとっても不可欠の 

ものとなるであろうン 

その内容に入るに先立ち，労働問題にかんする王益 

委員会についてふれておく必要がある。本報告書め鎗 

1章序論においても指摘されているように，. 過去100 
年間に,労便関係にかんする問題を調査するためめ王 

立委員会味, すでに5 回の歴史をもっている9どのよう 

な場合に王立委員会が任命されたかといえば，その歴 

史的な時点を考えれば明らかなように，労使関係の緊: 
張化にともなう何らかの画期的事件もしくはこれに類 

似したような事件を契機としていることであ冬，すな 

わち，最初の委員会は，ウィリアム. ァ- ル卿(Sir Wil
liam E r ie )を議長として1部7年 2 月に，労働組合およ 

び雇用者の組織，さらにその労使関係に玢する影響に 

つV、て調査し報告したのであるが，この委員会が任命 

された動機は，1825年法にもとづいて，一佑非合法組 

織としでの地位から脱却、した労働組合が「友愛組合法」 

の適用範囲を逸脱するものであるかどうか，折からお 

こりつつあった「シ:n フィールドの暴行j 事件を調査 

し，場合によっては，当時の労働組合に許容された拖 

利を剝奪し，かつての非合法状態におしもどそうとい 

う支配者の反動的な意図を秘めたものであった。しか 

しとれは労働者階級のはげしい抵抗にあい，事実上， 

労働力の集合的取引め機関,団体交渉の主体としての 

地位を法的に確認したところの1871年の労働組合法 

(Trade Union Act 1871)およぴ刑法修正法（Criminal 
Law Atnendrnent Act 1871):という努働組合にとっては. 
むし6 有利な結果をもたらすこととなったのである*
第 2 回目の主.立赛員会は， 1874年， コックバ- ン 

(Chief Justice Cockburn)を議長として任命されたので.
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